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● 脱炭素化（カーボンニュートラル）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜バイオマス＞ 

●「バイオマス」とは、生物から生まれた資源のこと。森林の間伐材、家畜の排泄物、食

品廃棄物など、さまざまものが資源として活用されています。 

 

＜カーボンニュートラル 環境省の定義（カーボン・ニュートラル認証基準 Ver.1.0）＞ 

●市民、企業、NPO/NGO、自治体、政府等の社会の構成員が、自らの責任と定めることが一

般に合理的と認められる範囲の温室効果ガス排出量を認識し、主体的にこれを削減する

努力を行うとともに、削減が困難な部分の排出量について、他の場所で実現した温室効

果ガスの排出削減・吸収量等を購入すること又は他の場所で排出削減・吸収を実現する

プロジェクトや活動を実施すること等により、その排出量の全部を埋め合わせた状態を

いう。 

 

＜世界の状況＞ 

●日本を含む 124 か国と 1 地域（CO2 排出量＝世界全体の 37.7%）が、2050 年までのカー

ボンニュートラル実現を表明（2021 年 1 月 20 日時点・日本は 2020 年 10 月に宣言） 

※2060 年までのカーボンニュートラル実現を表明した中国も含めると、全世界の約 3 分

の 2 を占める 

 

出典／EMIRA 編集委員会 
（株式会社 KADOKAWA、東京電力ホールディングス株式会社、株式会社読売広告社の 3 社で構成） 
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バイオマスは燃焼すると CO2 を排
出しますが、もともとその CO2 は植
物が成長する過程で大気中から吸
収したものであり、トータルとして

CO2 の量は変化しない、という考え
方です。 

つまり、大気→植物→大気 となる

 温室効果ガス 
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